	訓練９

	神様が用いられる働き人(２)
-原色信仰の人(Ⅰテサ1:1-10)


背景－テサロニケは当時、ローマの領土でマケドニヤの首都であり、大きい都市(商業が盛ん)、住民は大部分がギリシャ人、次はローマ人、ユダヤ人も多く、会堂があった。パウロが何週間かタラッパン伝道運動をして、多くの信徒が生まれたが、ユダヤ人の激しい迫害のため夜の間に町から脱出せざるを得なかった。そのような試練の中で模範となる教会として立てられたので、信仰の模範と見られたほどの教会である。従って、信仰の色は、聖霊の働きを体験して復興する決定的な要素である。
１．信徒の生活の根とあいさつ(１節)
２．成熟した信仰の模範(２,３節)
(1) 成熟した信仰の模範(２節)
(2) 彼らが持った信仰の特徴(色)

－３つの内的要素とそれによって現れる実(３節)

	信仰の内的要素
	外的結果

	信仰
	働き

	望み
	忍耐

	愛
	労苦


◆信仰は外的な結果がなければむなしい。この信仰の三大要素は恵みの三拍子である。
◆Ⅰテサ5:8　　ロマ5:2-5　　ガラ5:5,6　　コロ1:4,5

　ヘブ6:10-12　　Ⅰペテ1:21,22　　Ⅰコリ13:13

◆説明－信仰は休むことなく働き、実を結ぶようになっていて、そうでなければ死んだものである。(ヤコ2:17) 教理だけで終わったり、言葉だけで言うのは信仰ではない。信仰はいのち、いのちは活動する。愛は喜んで労苦する。神様は愛なので(Ⅰヨハ4:8)、失敗するしかない私たちに、主イエスのいのちが与えられた。希望がある者は、どんな困難があっても忍耐する。究極的な希望はイエスの再臨である。(Ⅰテサ4:17)
３．テサロニケ教会の信徒が成熟した信仰人格を備えるには

◆いろいろな背景があったが、特に見習うべき立派な霊的先輩がいた(１－７節)
４．パウロが福音を伝えた経緯(タラッパン運動)を調べよう(５節)－５つの要素

(1) 福音の媒体－福音の明確な伝達(ロマ10:14,15)

　　　　　　  ３週間の聖書の学び(使徒17:2,3)

(2) 現れる現象－力(マコ1:22)

(3) 聖霊の働き－力と確信は聖霊から、聖霊の働きがない言葉は空回り。
(4) 内的な要素－確信

(5) 伝道者の模範－伝道者は愛と誠意を傾けて、福音を伝える。
５．テサロニケの信徒から見習うべき点の中で彼らの状況を調べてみよう(使徒17:5-10)

(1) 外的状況－ユダヤ人のねたみにかられた悪い者などを通した迫害。
(2) 内的状況－ヤソンという使命者が現れた。
６．信念を持つようになった重要な理由の中の一つはパウロの持続的な関心があった。
◆新しい信徒の霊的成熟のためにパウロは何をしただろうか

(1)１節　　　(2)２節上　　　(3)３節下　　　(4)４節

７．うわさになったテサロニケ教会

◆模範になった特徴９,１０節に現れた動詞(７,８節参照)

(1)どのようにあなたがたに受け入れられたか

(2)どのように偶像を捨てて

(3)神に立ち返って

(4)生けるまことの神に仕えるようになり

(5)御子が天から来られるのを待ち望むようになった
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